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このたび，岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所が「基礎生物学研究所20年の歩み」を刊行され

るにあたり，一言ごあいさつを 111 し上げます。

昭和52年，生物科学総合研究機構の創設に伴い，基礎生物学研究所，生理学研究所が設骰され，そ

の後の国立学校設置法の改正により分子科学研究所及ぴ生物科学総合研究機構は統合され，岡崎国立

共同研究機構として一体的に巡営されることとなりました。

基礎生物学研究所は，創設以来，生物学の基礎研究において商度な水郎を維持し．国内はもとより

国際的にも高い評価を受けてこられました。また，研究体制の整備や人事交流を活発にし．世界での

次代を担う研究者の育成にも力を注ぎ，新しい世紀をリードする役割を果たしてこられました。これ

まで，生命現象の営みの基礎となる諸現象について，それらの物質的な基本を追究する数々の高次な

研究成果を発表され，大学における学術研究の発展に大きく寄与されてみえますことに，心から敬意

を表する次第でございます。

本市では，このたび買研究所のご助力を得て，初めての試みとして中学生用理科副教材「生物の生

きるしくみ」を作成することができました。学校教育における理科離れが指摘される中，生徒の発見

する喜ぴと科学的な見方を育成する上において，大きな教育効果が期待されます。将来，生物学を志

す多くの研究者が，岡崎から育っていってくれることも夢ではないと思います。

岡崎からは，これまで世界的に布名な金屈物理学者本多光太郎栂士や逍伝学者木村資生栂士を翡出

しております。今日，岡崎国立共同研究機構に全国，世界中から優秀な研究者が梨い「OKAZAKI」

の名をこの上なく高めていただいておりますことは，本市にとりまして誠に名祥なことであります。

どうか研究者の皆様には岡崎を第二の故郷として．今後とも研究にご精進され，素晴らしい業績をあ

げられますことをご期待申しヒげます。

終わりに，創設20周年を契機として．基礎生物学研究所のますますのご発展をお祈り申し上げ．ぉ

祝いのことばといたします。
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